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はじめに
データベース管理システムを比較して選択する責任を負う意思決定者は、従来は、データベース選択の第一基準としてデータベースの展開の側面を重視してきました。その結果、競合する各種データベースのパフォーマンス、スケーラビリティ、信頼性、可用性、および管理容易性を比較した多くの調査結果が、意思決定者の参考資料として提供されています。データベースを選択する上で、展開機能は確かに重要な検討事項ですが、アプリケーション開発プラットフォームの観点からデータベースを評価することも同じくらい重要です。コンサルティング会社の Gartner Group は、2002 年 5 月に、Joseph Feiman および Tom Berg が作成したアプリケーション開発の意思決定に伴う費用とリスクに関する報告書 (英語) を発表しました。この報告書では、ほとんどの企業にとって、アプリケーションの費用全体に占める割合が最も大きいのは開発時間とサポート費用であると述べられています。言い換えれば、開発者の生産性は、データベースに関する総保有コスト (TCO) と投資利益率 (ROI) を大きく左右するということです。したがって、意思決定者は、データベースを比較して選択する際に開発者の生産性を考慮に入れることが不可欠です。
比較の基準
Microsoft® SQL Server™ と Oracle は両方とも、豊富な開発機能と展開機能を備えた完成度の高いデータベースです。それでは、開発者の生産性を評価するために、これら 2 つのデータベースをどのように比較すべきでしょうか。このドキュメントでは、これら 2 つのデータベースの 3 つの主要要素に着目します。これらの要素は、幅広い分野のアプリケーション開発者の生産性に最も大きな影響を与えるものです。3 つの要素とは次の通りです。
· Microsoft Visual Studio® および Microsoft .NET プラットフォームとの統合
· サービス指向アーキテクチャ (SOA) をベースとしたアプリケーション開発のサポート
· 展開の柔軟性
Visual Studio および Microsoft .NET プラットフォームとの統合
Microsoft Visual Studio は、現在発売されている中で最も人気のあるアプリケーション開発ツールです。Microsoft .NET は、最も人気のあるアプリケーション開発プラットフォームとして登場しました。このため、Oracle と Microsoft の両社は、自社のデータベース製品 (それぞれ Oracle 10g および SQL Server 2005) を Visual Studio および .NET プラットフォームと統合しました。Visual Studio および .NET CLR (共通言語ランタイム) との統合は、過去 10 年間において、データベース アプリケーション開発者の生産性を最も大きく向上させる出来事の 1 つです。このドキュメントでは、Oracle 10g と SQL Server が、Visual Studio および .NET CLR とどれだけ緊密に統合されているのかを比較します。
SOA ベースのアプリケーション開発
ネットワークで接続された分散型の次世代アプリケーションは、サービス指向アーキテクチャ (Service Oriented Architecture: SOA) という概念に基づいて開発されることになるでしょう。SOA は、アプリケーションの設計方法、開発方法、および展開方法を根本的に変革します。データベースは、サービス指向アーキテクチャにおいて重要な役割を果たします。このため、Oracle と SQL Server の両方には、SOA ベース アプリケーションの開発をサポートするためのいくつかの新機能が搭載されています。これらの機能は次の通りです。
· XML: データベース内の XML ドキュメントを効率的に保管、分析、検証、照会、および更新する機能。
· Web サービス : データベース オブジェクト (テーブルやストアド プロシージャなど) を Web サービスとして公開すると共に、データベース内から外部 Web サービスを呼び出す機能。
· 非同期メッセージ キュー : システム障害が発生した場合でも、他のネットワーク接続された分散型アプリケーションに、確実に 1 度だけメッセージ配信することを保証する機能。
· イベント通知 : 重要なビジネス イベントを、受信側に応じた形式で多数のユーザーとデバイスに効率的に配信する機能。
· クエリ通知 : 特定クエリの結果に影響を与えるデータベース変更にアプリケーションが "サブスクライブ" して、このような変更の発生時に通知を受ける機能。
このドキュメントでは、SOA ベース アプリケーションの開発をサポートする機能について、これら 2 つのデータベースを比較します。
展開の柔軟性
お客様は、ユーザー数、データ量、ハードウェアのサイズ、および必要な機能に基づいた現在の要件を最も満たすデータベース エディションにアプリケーションを展開できる柔軟性を希望しています。さらに、お客様は、アプリケーションにほとんどまたはまったく変更を加えずに、後で同じアプリケーションを再展開できることを望んでいます。この要件を満たすには、すべてのデータベース エディションが同じ基本 API をサポートしている必要があります。このことは、アプリケーションをいったん開発した後は、お客様がそのアプリケーションの展開先として任意のエディションを選択できるようにしたいと考えている、パッケージ アプリケーションを作成する独立系ソフトウェア ベンダ (ISV) にとって特に重要です。そうでない場合は、アプリケーションをエディションごとに別々に開発することが必要になり、多大な時間とコストがかかります。Oracle と SQL Server の両方は、それぞれ異なる機能と統一価格を持つ複数のエディションを提供することでこの要件に対処しています。このドキュメントの後半では、この機能に関する Oracle と SQL Server の競合状況について検討します。
調査結果の概要
このドキュメントで紹介する調査結果は、SQL Server 2005 と Oracle 10g について公式に文書化されている機能と公式に発表されている情報に基づいています。ここでは、著者の調査結果の概要を示します。後続のセクションでは、これらの調査結果についてさらに詳しく述べます。
Visual Studio および .NET CLR との統合
Oracle Database 10g と SQL Server 2005 は両方とも、Visual Studio および Microsoft .NET プラットフォームと統合されていますが、SQL Server の統合の方が、Oracle 10g よりも包括的でシームレスであり、より高度な機能とパフォーマンスを実現します。
Visual Studio との統合
現時点で、Oracle は、Visual Studio との基本的な統合しか実現していません。Oracle には、 Oracle Developer Tools for Visual Studio .NET
 という Visual Studio のプラグインが付属しています。Oracle のサイトで .NET Developer Tools を検索すると、.NET プラットフォームから Oracle を使用して開発するための各種のダウンロード ファイルと情報が表示されます。Oracle では、開発者の生産性に大きな影響を与える次のような多くの重要機能が提供されていません。
· Visual Studio を使用したストアド プロシージャのデバッグ :Oracle では、その独自言語である PL/SQL で実装されたストアド プロシージャを Visual Studio を使用してデバッグできません。このため開発者は、JDeveloper など別のツールを使用してデバッグを行う必要があります。
Visual Studio のプロジェクト :Visual Studio には、SQL Server プロジェクトという強力な機能が用意されており、この機能を使用すると、すべてのデータベース オブジェクト (ストアド プロシージャ、トリガ、ユーザー定義関数、ユーザー定義オブジェクト、集合体、およびクラス ダイアグラム) を単一の整合したエンティティとして管理して、SQL Server アプリケーションの開発を簡易化できます。また SQL Server プロジェクトを使用すると、開発者はソース コードの管理やバージョン管理といった Visual Studio Team Services (VSTS) 機能を活用することもできます。
Oracle には SQL Server プロジェクトに相当する機能がないため、開発者の生産性が大きく低下します。
Visual Studio を使用した自動展開 :SQL Server プロジェクトで開発した SQL Server データベース オブジェクトは、1 クリックで SQL Server データベースに展開できます。1 クリックでの展開は、.NET アセンブリについても可能です。Oracle の Visual Studio との統合では、この機能はサポートされていません。
ビジネス インテリジェンス (BI) テクノロジの統合 :SQL Server Analysis Services、Reporting Services、Integration Service など、すべての SQL Server BI テクノロジは Visual Studio と統合されています。これに対して、Oracle OLAP オプション、Oracle Data Mining Option、Oracle Reports、Oracle Warehouse Builder など、Oracle の BI テクノロジはいずれも Visual Studio とまったく統合されていません。このため、Oracle の BI の機能をアプリケーションに組み込みたいと考えている .NET 開発者は、JDeveloper などの別のツールを習得する必要があり、開発者の生産性が低下します。
結論として、SQL Server は Visual Studio と完全に統合されているのに対して、Oracle の統合は不完全ということです。SQL Server を使用すれば、.NET 開発者は、アプリケーション開発のすべての側面において Visual Studio 以外のツールはまったく必要なくなります。これに対し、Oracle を使用した場合は、Visual Studio に加えて Oracle の JDeveloper ツールまたは他のサード パーティ ツールが必要になります。その結果、開発効率が低下し、ツールの習得時間が増大し、開発者の生産性が低下します。
.NET との統合
表面的には、Oracle および SQL Server 2005 の両方は、同じように Microsoft .NET CLR と統合されているように見えます。しかし詳しく調べてみると、SQL Server の方が Oracle 10g よりも緊密に統合されており、より優れた機能、パフォーマンス、管理容易性を実現していることがわかります。この違いの主な理由は、SQL Server が .NET CLR をプロセス内でホストするのに対して、Oracle はプロセス外で .NET CLR をホストすることです。この違いと開発者の生産性への影響については、このドキュメントの後半で詳しく検討します。
SOA アプリケーションの開発
Oracle と SQL Server の両方には、SOA ベース アプリケーションの開発を可能にする同じ機能セットが用意されています。ただし、使いやすさには差があります。SQL Server には、データベース サーバーに組み込まれてシームレスに統合された使いやすい機能が用意されています。Oracle に用意されている機能は、複数の製品 (データベース サーバーとアプリケーション サーバー) に分散されており、緊密には統合されていません。さらに、多くの API は Java 標準 (Java Messaging Service など) に基づいているため、.NET 開発者にとっての利点がありません。SQL Server には、Oracle 10g よりも高度な統合性と生産性を実現する優れた設計の SOA アプリケーション開発用プラットフォームが用意されています。
これらの調査結果については、このドキュメントの後半で詳しく説明します。
展開の柔軟性
Oracle と SQL Server のどちらにも、複数のデータベース エディションが用意されていますが、すべてのエディションにわたって同じ開発環境 (.NET)、ツール (Visual Studio)、および API を提供しているのは SQL Server のみです。このため、開発者はアプリケーションをいったん開発すれば、アプリケーションを再コーディングしたり変更したりすることなく、任意の SQL Server エディションに展開できます。Oracle には、次の 2 つの欠点があります。
Oracle には、無償バージョンのデータベースが提供されていません。Oracle の最も低価格なバージョンは Oracle Lite です。これに対して SQL Server の Express Edition は無償で利用できます。
Oracle Lite は、Oracle データベース開発者がストアド プロシージャ、トリガ、およびオブジェクト メソッドの実装に使用する主要言語である PL/SQL をサポートしていません。このため、Standard One、Standard、Enterprise といった他の Oracle データベース エディションで開発したアプリケーションを Oracle Lite に展開できないことがあります。SQL Server には、このような制限はありません。
Microsoft .NET 共通言語ランタイムとの統合
Microsoft .NET プラットフォームがアプリケーション開発者の間で支持されていることを受けて、Oracle と Microsoft の両社は .NET CLR を自社のデータベース製品に統合しています。CLR の統合は、データベース アプリケーションの設計方法、開発方法、および展開方法に大きな影響を与えます。CLR の統合により、アプリケーション開発者は次のような多くの利点を得られます。
1. アプリケーション開発者は、データベース ロジックを開発するための任意の .NET Framework 言語を選択できるようになります。開発者は、Transact-SQL (SQL Server の場合) または L/SQL (Oracle の場合) に限定されることはなくなります。開発者の生産性が向上するだけでなく、社内のすべての .NET プラットフォーム開発者は特殊な言語を習得せずにアプリケーション ロジックを開発できるため、企業も利点を得られます。
2. アプリケーション開発者は、アプリケーション ロジックの展開先として、データベース層、中間層、またはスマート クライアントを選択できるようになります。さらに、その時点で最も適切な層にロジックをいつでも簡単に移動できます。
3. .NET プラットフォームの機能は、Microsoft とパートナー企業によって絶えず拡充されています。データベース開発者は、これらのフレームワークを活用することによって生産性を向上できます。開発者は、Transact-SQL や PL/SQL の場合のように、データベース全体をまったく新たに開発する必要性はなくなります。
それでは、CLR の統合が開発者の生産性に与える大きな影響を踏まえた上で、Oracle と SQL Server の実装内容についてくわしく検討していきまでょう。
プロセス内ホスティングとプロセス外ホスティングの比較
SQL Server 2005 は CLR を "プロセス内" でホストしますが、Oracle 10g Release 2 は CLR をプロセス外でホストします。プロセス内のホスティングとは、.NET CLR が SQL Server のプロセス領域内で実行されることを意味します。このため、マネージ コードとして実装されたデータベース ロジック (ストアド プロシージャ、トリガ、およびユーザー定義関数) を呼び出す際に、プロセス間通信のオーバーヘッドが発生しません。これに対して、Oracle では .NET CLR がプロセス外でホストされる予定であるため、そのパフォーマンスは大きな影響を受けることになります。留意すべき点は、SQL Server と .NET CLR の両方では、それぞれ独自のスレッド管理モデルとメモリ管理モデルが使用されていることです。SQL Server では、そのスレッド管理モデルとメモリ管理モデルが .NET CLR に統合されているため、.NET 開発者はアプリケーションをより細かく調整できます。Oracle は CLR プロセスを外部でホストするため、2 つのスレッド管理モデルとメモリ管理モデルが使用されて非効率的になります。
CLR 1.1 と CLR 2.0 の比較
Oracle 10g Release 2 は CLR バージョン 1.1 をサポートしていますが、SQL Server 2005 がサポートしている CLR バージョン 2.0 で提供される豊富な API を利用できません。具体的には、SQL Server 2005 は、サーバー サイドのデータ ビューを作成する ADO.NET 2.0 プロセス内プロバイダや、データベース サーバーに統合されたメモリとスレッドの管理などの機能を提供します。
サポートされているデータベース オブジェクトの種類
SQL Server を使用すると、マネージ コード内のストアド プロシージャ、トリガ、ユーザー定義関数、およびユーザー定義集合体を開発できます。Oracle がマネージ コード内のストアド プロシージャをサポートする予定であることはわかっていますが、他のデータベース オブジェクトもサポートされるかどうかはまだわかっていません。
.NET アセンブリの保存
SQL Server 2005 は、ストアド プロシージャ、トリガ、および関数を実装する .NET アセンブリをデータベース内に保存しますが、Oracle 10g Release 2 はこれらのアセンブリをデータベース外に保存します。SQL Server の方式の利点は、統一された管理が可能になることです。つまり、.NET アセンブリはデータベース内にあるため、バックアップ、復元、レプリケーション、およびデータ ミラーリングの観点から、これらのアセンブリを他のすべてのデータベース オブジェクトと同じように管理できます。Oracle の場合は、.NET アセンブリはデータベース外のファイルに保存されるため、これらのアセンブリを個別に管理する必要があります。その結果、管理が複雑になり、間違いが発生する可能性があります。
SQL Server 2005 は、Oracle よりも深いレベルで包括的に .NET CLR と統合されているため、アプリケーション開発者の開発効率が大きく向上します。
Visual Studio との統合
Visual Studio は、最も多くの開発者に使用されている最も生産性が高い統合開発環境 (IDE) であるため、Oracle と SQL Server の両方が Visual Studio と統合されることは必然的なことです。この統合は、徐々に強化され続けると予想されます。
Microsoft は、パートナー企業が自社製品を使用して Visual Studio を拡張することを奨励してきました。このために、Microsoft Visual Studio Industry Partner (VSIP) プログラムが設立されました。Visual Studio は、データベース パートナー企業が自社のデータベースを Visual Studio に統合できるようにするためのフレームワークと API も提供しています。Oracle もこの VSIP プログラムに参加しており、Oracle Developer Tools for Visual Studio .NET を通じて Oracle データベースを Visual Studio に統合しました。
このセクションでは、Oracle および SQL Server が Visual Studio とどれだけ緊密に統合されているのかを比較すると共に、その結果として開発者の生産性にもたらされる影響を比較します。まず、SQL Server について見てみましょう。
SQL Server 2005 と Visual Studio 2005

サーバー エクスプローラ
SQL Server 2005 は、SQL Server OLE DB プロバイダを介して Visual Studio と統合されます。SQL Server OLE DB プロバイダによって、開発者はサーバー エクスプローラからデータベースを操作できるようになります。サーバー エクスプローラを使用すると、開発者は Visual Studio を通じて各種のサービスを管理できます (図 1 参照)。
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図 1: サーバー エクスプローラと SQL Server 2005
サーバー エクスプローラでは、開発者は、SQL Server Management Studio の使い慣れたツールの多くを使用できます。たとえば、開発者は次のことを実行できます。
· データベース ダイアグラムを作成する
· テーブルを設計する
· テーブル内のデータを表示する
· ビュー、ストアド プロシージャ、トリガ、およびユーザー定義関数を作成して実行する
適切なアクセス許可を持つ開発者であれば、サーバー エクスプローラを使用して、データベースの制約やインデックスをデータベース サーバー上にセットアップすることもできます。
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図 2: サーバー エクスプローラを使用してストアド プロシージャを作成する
ADO.NET プログラミング
Visual Studio との統合により、開発者は ADO.NET をグラフィカルにプログラミングできます。また ADO.NET には、SQL Server への高性能なデータ アクセスを実現する最適化されたプロバイダが組み込まれています。Visual Studio 開発者は、SqlConnection、SqlCommand、SqlDataAdapter などのアイテムを設計面にドラッグ アンド ドロップするだけで、ウィザードの案内に従って、これらのアイテムを使用して SQL Server に接続できます(図 3 参照)。
[image: image4.png]Welcome to the Data Adapter
Configuration Wizard

“This wizard helps you specify the connection and
database commands that the data adapter uses to
select records and handle changes to the database.
You needto provide connection nformation and make
decisions about howyou vant the database
commands stored and executed. Your abilfty to
‘complete this wizard may depend on the permissions
youhave in the database.

Click Nt to continue.

Z

8 sqlcomectont

i sabatandspten

% salcommand

W saibstondoptat G salComectiore €D datosetit

woniod &1 | mewaonen &y

askUst_[E] Output

Ready





図 3: SqlDataAdapter をドラッグすると構成ウィザードが開く
Query Designer

Visual Studio には、クエリを作成したりデータベース内のデータを操作したりするための Query Designer というツールも付属しています (図 4 参照)。ドライバによってデータベース ダイアグラム機能も公開されるため、データベースのエンティティ関係図を表示できます。
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図 4: Query Designer で表示されたエンティティ関係図
ストアド プロシージャのデバッグ
開発者は、アプリケーションのデバッグに多くの時間を費やします。このため、開発者にとってデバッグ ツールは非常に有用です。Visual Studio には、ストアド プロシージャにステップ インできる Transact-SQL デバッガが含まれています。
ストアド プロシージャをデバッグするには
Visual Studio を起動します。
1. [表示] メニューの [サーバー エクスプローラ] をクリックして、サーバー エクスプローラにアクセスします。
2. SQL Server インスタンスに移動します。
3. サーバー エクスプローラで、[SQL Server] インスタンス ノード、[Database] ノード、[ストアド プロシージャ] ノードの順に展開します。
4. デバッグするストアド プロシージャを右クリックして、[ストアド プロシージャにステップ イン] をクリックします (図 5 参照)｡
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図 5: Visual Studio と SQL Server 2005 を使用してストアド プロシージャにステップ インする
5. [ローカル] ウィンドウからローカル変数を調べて、これらの値を編集できます。
6. F10 キーを押して、ストアド プロシージャに 1 行だけステップ インし、変数の変化を監視します。
7. ブレークポイントを挿入するには、ブレークポイントを挿入する行を右クリックして、コンテキスト メニューの [ブレークポイントの挿入] をクリックします｡
SQL Server プロジェクト
Visual Studio 2005 との統合は、主要な生産性向上機能である SQL Server プロジェクト テンプレートによっても強化されています。Visual Studio で SQL Server プロジェクトを作成すると、データベースの管理を簡易化できます (図 6)。
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図 6: Visual Studio 2005 で SQL Server プロジェクトを作成する
SQL Server プロジェクトがあれば、次の図に示す任意のテンプレートをこのプロジェクトに追加して、データベース内のさまざまなユーザー オブジェクトを作成できます (図 7)。このテンプレートによって、そのオブジェクトに必要な属性と参照が含まれた初期コードが作成されます。
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図 7: SQL Server プロジェクト内に作成するいくつかのオブジェクトを選択できる
プロジェクトを作成したら、コードへのステップ イン、ブレークポイント、監視変数など、コードに対する完全なデバッグ機能が得られます。それぞれの言語を順番にステップできます。つまり、C# コードから T-SQL を経て Visual Basic® .NET にステップできます。簡単に言うと、Visual Studio .NET 開発者が一般に利用しているすべての機能を、データベース コードのデバッグにも使用できます。SQL Server プロジェクトは、SQL Server を実行しているサーバーにコードを展開するプロセスも自動化します。開発者が実行する作業は、展開用のプロジェクトを構成することだけです。基本的に、開発者は、中間層とクライアント層で使用するデータベース オブジェクトの開発とデバッグに同じツールを使用できます。
Visual Studio 2005 には、他にも優れた統合機能があります。たとえば、Transact-SQL では構文の強調表示や IntelliSense® がサポートされており、CLR ベースの SQL Server オブジェクトを簡単に展開できます。プロジェクトを正常にビルドできたら、プロジェクトをビルドしてから、[Build] メニューの [Deploy] をクリックして、プロジェクト名を選択するだけです。
BI テクノロジの統合
SQL Server には、次のような幅広い BI プラットフォームが用意されています。
· 分析とデータ マイニングのための SQL Server Analysis Service

· 抽出、変換、および読み込みのための SQL Server Integration Services

· Microsoft Excel、HTML、Adobe PDF など、各種の一般的形式でレポートを設計して生成するための SQL Server Reporting Services

Visual Studio は、SQL Server で BI アプリケーションを開発して管理するのに必要なすべての管理ツールと開発ツールの基盤となります。
SQL Server Analysis Service

SQL Server には、分析アプリケーションとデータ マイニング アプリケーションの構築を支援する Business Intelligence Development Studio が用意されています。Business Intelligence Development Studio は、使い慣れた Visual Studio インターフェイス (図 8) を採用しているため、短時間で習得できます。
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図 8: Business Intelligence Development Studio と各種のプロジェクト
SQL Server 2005 Reporting Services

SQL Server Reporting Services では、Visual Studio を設計環境として使用して (図 9 参照)、PDF、Microsoft Excel、HTML などの各種形式で配信できる幅広いレポートを作成できます。
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図 9: SQL Reporting Services への Visual Studio の統合
Reporting Services は、Visual Studio および .NET Framework と緊密に統合されています。レポート生成機能により、開発者は、レポート内の値を計算するためのアセンブリに複雑なロジックをカプセル化できます。これにより、Visual Studio 開発者は、自分が作成したビジネス ロジックを再利用できます。レポート生成機能は、定期的に実行する必要のあるレポートをスケジュールするエンジンの役割も果たすほか、ユーザーが必要に応じてレポートを実行することもできます。
SQL Server Integration Services

Integration Services では、Visual Studio をベースにして構築されたグラフィカル環境を使用して、データを抽出、読み込み、および変換 (ETL) するためのワークフローを作成できます。Integration Services は、Visual Studio を使用してより高度で高速かつ柔軟な環境を ETL エンジンに提供できるように、SQL Server 2005 向けに改良されています (図 10) 。Integration Services は、.NET Framework に対応した任意の言語で作成されたコードを使用して自由に拡張できるため、開発者は独自のオブジェクトを作成できます。
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図 10: SQL Server Integration Services

Oracle と Visual Studio の統合
それでは、Oracle が Visual Studio とどのように統合されているかを見てみましょう。
Oracle エクスプローラ
Oracle には、Visual Studio ユーザーが Oracle データベースを参照できるように、Oracle エクスプローラが用意されています。開発者は、テーブル、ビュー、ストアド プロシージャ、トリガなど標準のデータベース オブジェクトを表示できます。これらに加えて、開発者は、シノニムやパッケージなどの Oracle 固有のオブジェクトも表示できます。[データベース ダイアグラム] ノードをクリックすると、Oracle データベースのエンティティ関係図を表示できます。テーブル デザイナを使用すると、独自のテーブル構造を Oracle で作成できます。図 11 を参照してください。
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図 11: Oracle Explorer を使用して Visual Studio からデータベース テーブルを作成する
Oracle エクスプローラを使用すると、ストアド プロシージャ、トリガ、および関数を操作するための簡易エディタを起動することもできます。このエディタは状況依存のヘルプをサポートしているため、PL/SQL ストアド プロシージャ内で処理を強調表示して F1 キーを押すと、ヘルプが呼び出されます。Oracle エクスプローラを使用すると、ストアド プロシージャ、ビュー、またはテーブルをドラッグ アンド ドロップして、データベース駆動型のコードを生成できます。図 12 を参照してください。
[image: image13.png]OracleDeveloperToolsDemo - Microsoft Visual C# NET [design] - Form

He E Mew Pokct Bud Debig Dok Window Help
P-a-SEHE LBE o-c - 8- ) o
3% b s 2 A%NK.

Tookox 2 x| Formi.cs[Desian)* Formles®

o

- transiock

- BEEER T,

Cipboard Ring
N Foter
Texts PACKAGE BODY TESTHLLTICLR )

Texts open empeursor for seect * from )

[P orsckDevalpertodsoems Fornt

Text opencursortfor slct * Fromemp;

General

[ 5@ datarid_mavigate(cbiect sender,System.wind:

companents. Dispase (] 7

base.Dispose( disposing ):

using System, B [Findovs Form Designer generated codd

demo 1 create connection
demo 1 create command
demol. execute reader

demol. etch reader

demot. get column data
demo2: bulksql statement.
dema: refur parami

demo2: refcur peram2 and 3
dema2: execute st

dema2: get cursars from params

dema: fetch fram readers p
dema2: write aut column values

demo: create command )
demo: create params 3
demos: set value, size, araysize )

dema: execute and fetch

B9 Crae e 3 Toobox s

ry point for the application.

0

Application.Run(nev Formi(});

o private void dacaGridi Navigateohject sender, System.Uindovs.F





図 12: Oracle Developer Tools for Visual Studio .NET

プロジェクトのサポート
Oracle 10g には、SQL Server プロジェクトに相当するものは用意されいません。したがって、Visual Studio を使用して、すべての各種データベース オブジェクトをひとまとまりとして管理することはできません。Oracle には、アプリケーションを開発するためのテンプレートが用意されていません。Visual Studio を使用して、データベース オブジェクトをデータベースに自動的に展開することもできません。Visual Studio プロジェクトがサポートされていないことは、Oracle と Visual Studio の統合における大きな欠点の 1 つであり、開発者の生産性を低下させる大きな要因でもあります。
ストアド プロシージャのデバッグ
Oracle と Visual Studio の統合では、Visual Studio を使用してストアド プロシージャをデバッグする機能はサポートされていません。このため、開発者は、JDeveloper などの完全に独立したツールを使用して PL/SQL のストアド プロシージャをデバッグするか、トレース ファイルのような非効率的な手法に頼る必要があります。デバッグはアプリケーション開発に不可欠な作業であるため、最新式の統合型デバッガが用意されていないことは、.NET Framework 開発者にとってもう 1 つの大きな欠点となります。
BI コンポーネントの統合
Oracle には、次のような幅広い BI プラットフォームが用意されています。
· 分析のための Oracle OLAP オプション
· データ マイニングのための Oracle Data Mining オプション
· レポートを設計および生成するための Oracle Reports
· ETL のための Oracle Warehouse Builder
· OLAP アプリケーションを開発するための Oracle BI Beans 
有償の製品であるという点に加えて、開発者にとって Oracle の BI プラットフォームの最大の欠点は、Visual Studio と統合されていないことです。BI アプリケーションを開発するための最適な開発フレームワークには、.NET Framework ではなく JAVA です。また、BI コンポーネントを開発および管理するためのツールとして Oracle で提供されている JDeveloper、Oracle Discoverer、Oracle Enterprise Manager などは、HTML ベースであり、Visual Studio とはまったく統合されていません。
Visual Studio との統合 : まとめ
Oracle は、Visual Studio .NET と統合するにあたって適切な判断を下しました。現在の統合は正しい方向への一段階ですが、SQL Server 2005 と Visual Studio の間で実現されている深いレベルの包括的な統合と比べると不十分です。SQL Server 2005 と Visual Studio は、現在発売されているデータベースと IDE の中では最高の組み合わせです。これら 2 つの製品間のシームレスな統合は、Microsoft の "Better Together" (組み合わせによる相乗効果) というキャッチ フレーズを体現しています。
SOA ベースのアプリケーション開発
XML サポートの比較
XML は、幅広い最新アプリケーション間のデータ交換のためのデファクト スタンダードとして登場しました。XML は、SOA ベース アプリケーションと Web サービスのコア テクノロジでもあります。データベースは、これらのアプリケーションが XML ドキュメントを保存、照会、および更新できるようにすることで、これらのアプリケーションをサポートする必要があります。Oracle と SQL Server の両方は、XML ベース アプリケーションの開発を包括的にサポートしています。
ネイティブ XML タイプと XQuery
Oracle と SQL Server の両方は、ネイティブ XML タイプをサポートしています。つまりどちらの製品も、列に XML ドキュメントが含まれていることを実際に "認識" できます。これにより、次の結果がもたらされます。
· Oracle と SQL Server は、XML ドキュメントをデータベースに保存する前に、そのドキュメントを XML スキーマと照らし合わせて検証します。
· 業界標準の XQuery 照会言語および XPATH を使用して、保存された XML ドキュメントを照会できます。
注 : Oracle 10g Release 1 は、XQuery をサポートしていません。Oracle によると、Oracle 10g Release 2 で XQuery をサポートする予定です。
ただし、これら 2 つのデータベースでの XML サポート内容には、いくつかの相違点があります。
インデックス作成
インデックス作成は、クエリをすばやく実行するために必要不可欠です。SQL Server 2005 は、XML フィールドの要素、値、およびパスに関する B*Tree インデックスをサポートしています。インデックス作成により、クエリの実行速度が大幅に向上します。SQL Server 2005 は他のインデックスもサポートしているため、PATH インデックス、PROPERTY インデックス、および VALUE インデックスを使用して、XML データに対する他の種類のクエリも高速化できます。Oracle は、通常のテキスト インデックス作成と関数インデックスのみをサポートしており、XML に固有のインデックス作成はサポートしていません。
XML の更新
XQuery は、現在の定義によれば、XML コンテンツの読み取りとフェッチのみをサポートしています。データベースに保存された XML の更新方法については定義されていません。Oracle では、次の 2 つの方法によりこの問題に対処できます。
· XML ドキュメント全体の置換 : XML ドキュメントがテキスト オブジェクトとしてデータベースに保存されている場合、Oracle では、そのドキュメント全体を新しいドキュメントで置換できます。この方法は、サイズの大きい XML ドキュメントのほんの一部分のみを更新する場合には非効率的です。
· XML ドキュメントの細分化 : この方法では、XML ドキュメントを細かく分割して、オブジェクト リレーショナル オブジェクトとしてデータベースに保存する必要があります。その後、標準の SQL 呼び出しを使用して、その XML ドキュメントの目的の部分を更新できます。このためには、開発者は、その XML ドキュメントが基盤となるオブジェクト リレーショナル オブジェクトにどのように対応付けられているかを認識しておく必要があります。
これらの説明からわかるように、どちらの方法にもそれぞれの欠点があります。
SQL Server 2005 は、XQuery を拡張して更新処理をサポートすることによってこの問題に対処しています。SQL Server 2005 には、サブツリーの追加と削除、およびスカラ値の更新のための言語が組み込まれています。この言語を使用すれば、開発者は、SQL Server 2005 の XML データ タイプを簡単かつ効率的に扱うことができます。
XML スキーマ コレクションとスキーマ展開
SQL Server は、関連性のない複数の XML ドキュメントを同一の XML 列に保存する機能をサポートしています。この機能を有効にするには、1 つまたは複数の XSD スキーマから成る XML SCHEMA COLLECTION を作成します。SQL Server の XML スキーマ コレクションは、XML 列に保存できる XML ドキュメントの種類を制限します。ユーザーは、新しい最上位 XML スキーマ コンポーネントと最上位要素を既存のスキーマ名前空間に追加できます。
この機能を使用すると、XML データを簡単に移行できます。これらのスキーマのいずれかが徐々に展開して、新しいスキーマ名前空間が作成された場合は、展開した XML スキーマを同じ XML スキーマ コレクションに追加できます。XML 列内の既存の XML インスタンスは以前と同様に存続する一方で、新しいスキーマ名前空間に準拠したインスタンスは、XML 列に追加してインデックスを作成できます。
Oracle には、これに相当する機能がありません。Oracle は、単一ルートの XML インスタンスのみをサポートしています。Oracle では "包括的な" スキーマを使用できますが、このスキーマでは、展開したスキーマを収容するために最上位要素の種類を変更する必要があります。スキーマが派生によって展開した場合にのみ、変更は不要になります。このように、Oracle のスキーマ展開には制限がある上に、統一性がありません。
Web サービス サポートの比較
SQL Server 2005
SQL Server 2005 は、Web サービス
をネイティブ サポートしています。SQL Server 2005 は、Web サービス プロバイダと Web サービス コンシューマの両方として機能できます。
Web サービス プロバイダ
SQL Server では、外部アプリケーションが HTTP 経由の SOAP などの標準プロトコルを使用して、ストアド プロシージャ、Transact-SQL ステートメント、およびユーザー定義関数を Web サービスとして呼び出せるようにする非常にシンプルで使いやすい仕組みが用意されています。SOAP/HTTP アクセスのサポートにより、Web ブラウザなどの新たにインストール不要なクライアントからでもデータベースにアクセスできます。これは、クライアント デバイス側で Microsoft Data Access Component (MDAC) のスタックが不要になるからです。
開発者は、SQL Server への SOAP/HTTP アクセスを簡単に有効にできます。必要な作業は、HTTP エンドポイントを作成して、このエンドポイントによって公開されるすべてのデータベース オブジェクトを指定するだけです。その他の処理は、SQL Server によって実行されます。SQL Server には認証とセキュリティの機能が統合されているので、許可されたユーザーのみがストアド プロシージャを呼び出せます。SQL Server は、Microsoft Windows Server™ 2003 のカーネル モード https.sys ドライバを最大限に活用しているため、IIS をインストールする必要はありません。このため、管理が簡単になります。
Web サービス コンシューマ
SQL Server は .NET CLR と統合されているため、データベース内から外部の Web サービスを簡単に呼び出せます。
SQL Server は、Visual Studio と組み合わせることにより、SOA ベース アプリケーションを開発して展開するための強力なプラットフォームとなります。
Oracle Database 10g
Oracle Database も、Web サービス プロバイダと Web サービス コンシューマの両方として機能できます。Oracle には、Java からのデータベース アクセスを簡易化したり、データベース ロジックを中心にして Web サービスを作成したりするための JPublisher
 というツールが付属しています。次に、このツールの仕組みの概要を述べます。
Web サービス プロバイダ
JPublisher は、Java "ラッパー" クラス、各種のデータベース オブジェクト (PL/SQLパッケージなど)、ストアド プロシージャ、SQL クエリ、およびサーバーサイド Java クラスを生成できます。JPublisher で生成されるこれらの Java クラスは、Oracle Application Server Web Services Assembler ツールを使用して、Web サービスとして公開できます。
Web サービス コンシューマ
Oracle では、2 つの方法でデータベース内から Web サービスを呼び出せます。1 つ目は、手動で SOAP を使用する方法です。2 つ目は、JPublisher を使用して Java プロキシ クラスを作成する方法です。生成したプロキシ クラスは、Java サーバーサイド クラスまたは PL/SQL から呼び出せます。
相違点
Oracle 10g と SQL Server 2005 のどちらも、Web サービス プロバイダおよび Web サービス コンシューマとして機能できますが、.NET プラットフォーム開発者にとって非常に重要な相違点がいくつかあります。これらの相違点は次の通りです。
· Oracle Database 10g では、Web サービスを作成および使用するには Oracle Application Server という別の製品が必要です。Oracle Application Server は、別途購入する必要があります。Oracle Application Server の使用が必要になるため、習得にかかる時間が増大すると共に、開発者の生産性が低下します。既に述べたように、SQL Server では IIS などの追加製品は一切必要ありません。
· Oracle 10g の Web サービス機能を使用するには、開発者は Java や PL/SQL の知識が必要です。.NET プラットフォーム開発者にとって、これらの知識は無駄なことは明らかです。
· Oracle の Web サービス機能は、Visual Studio とまったく統合されていません。Oracle で提供されている Web サービス開発用の主要 IDE は JDeveloper です。このこともまた、.NET 開発者にとって大きなデメリットです。
非同期メッセージのサポートの比較
分散した自律型のプログラム実行単位の間で信頼性の高い非同期通信を実現することは、SOA ベースのアプリケーションを開発するために必要な重要技術です。従来は、IBM の MQ Series (現在の名称は WebSphere MQ) などのメッセージ キュー システムが、この目的のために使用されていました。しかし、メッセージ キュー システムをデータベースに統合することには、多くの利点があります。このため Oracle と SQL Server のどちらも、信頼性の高い非同期メッセージ キューを実現する Oracle Advanced Queuing
 と SQL Server Service Broker
 をそれぞれ Oracle 10g と SQL Server 2005 に統合しました。これらの機能の詳細については、このドキュメントでは省略します。ここでは、Oracle Advanced Queuing と SQL Server Service Broker の両方に共通する主な特長を簡単にまとめます。
· 宛先にメッセージを確実に 1 度だけ配信することを保証できます。
· 送信側と受信側は、同じデータベース内にあっても、同じコンピュータ上にあっても、ネットワークを介して分散していてもかまいません。
· キューを使用してメッセージを永続的に保存します。これらのキューは、テーブルとして完全にデータベース内に保存されます。両方とも、キューへの SQL アクセスをサポートしています。両方とも、キュー内にメッセージを無期限に保存できます。
· メッセージ キュー システムがデータベースに統合されているため、外部のトランザクション コーディネータがキュー システムとデータベース間の調整を行う必要はありません。
相違点
どちらのデータベースにも同様のコア機能がありますが、SQL Server では高レベルな抽象化をサポートすることで、カジュアルなアプリケーション開発者でも Service Broker を簡単に使用できるようにしています。Oracle Advanced Queuing では、その名が示すとおりキューが主要メタファとして利用されています。Oracle Advanced Queuing を使用するすべての API は、キュー内のアイテムの出し入れといったキュー操作に基づいています。Oracle Advanced Queuing の主要インターフェイスは、JMS (Java Messaging Service) です。
SQL Server Service Broker は、ダイアログ、コントラクト、サービスなどの高レベルな抽象化セットをサポートしています。開発者は、希望する場合を除いて、低レベルなキュー操作を扱う必要はありません。Service Broker は、サービス プログラムの自動アクティブ化もサポートしています。これは、Oracle Advanced Queuing ではサポートされていない機能です。
Advanced Queuing には、Service Broker が現時点ではサポートしていない多くの機能があります。たとえば、パブリッシュ/サブスクライブ通信モデル、サブスクライバへの配信途中でメッセージを変換する機能、および配信スケジュールの管理機能などです。
イベント通知サービスの比較
SQL Server 2005

Microsoft SQL Server Notification Services を使用すると、開発者は、通知を生成してユーザーに送信するアプリケーションを簡単に開発して展開できます。通知とは、特定のタイミングでさまざまなデバイスに送信できる個別化された内容を持ったメッセージです。
通知には、サブスクライバの希望が反映されます。サブスクライバは、サブスクリプション内容を入力することで、情報に対する関心を示します。たとえば、「Adventure Works 社の株価が 70 ドルに達したら知らせて欲しい」、「私のチームが作成中の戦略ドキュメントが更新されたら知らせて欲しい」といった内容を入力できます。
通知は、トリガ イベントが発生すると同時に生成してユーザーに送信することも、ユーザーがあらかじめ指定したスケジュールに従って生成して送信することもできます。ユーザーのサブスクリプション内容では、通知を生成して送信するタイミングが指定されます。
通知は、さまざまなデバイスに送信できます。たとえば、ユーザーの携帯電話、携帯情報端末 (PDA)、Microsoft Windows Messenger、または電子メール アカウントなどに送信できます。これらのデバイスはユーザーが携帯していることが多いため、通知は、優先度の高い情報を送信するのに最適な手段です。
Oracle Database 10g

Oracle には、SQL Server Notification Services に直接対応する機能はありません。同等の機能を得るには、開発者は、Oracle データベースで利用できるいくつかの機能 (Oracle Advanced Queuing、ジョブのスケジュール設定、トリガなど)、および Oracle Application Server で利用できる機能 (Oracle Application Server Wireless
など) を組み合わせる必要があります。Oracle Advanced Queuing には、イベントとサブスクライバを対応付けることができるルール エンジンが用意されています。Oracle Application Server Wireless は、SQL Server Notification Services と同様に、ワイヤレス デバイスやハンドヘルド デバイスを介してサブスクライバにイベントを配信できますが、これらのシステムを統合するのは開発者の役割であるため、このようなシステムを実現するにはさらに多くの時間と費用がかかります。
クエリ通知サービスの比較
SQL Server 2005
SQL Server 2005 では、SQL Server のクエリ
で通知が新たにサポートされています。このサポートを通じて、SQL Server にコマンドを送信したり、同じコマンドを再実行すると最初の実行時とは異なる結果が得られる場合に通知を生成するように要求したりできます。このためには、基盤となるデータが変更されたときに検知する依存オブジェクトを使用します。ADO.NET、OLE DB、ODBC、Microsoft Active Data Object (ADO)、SOAP などのクライアント API のいずれかを使用してサーバーに送信されるコマンドには、通知を要求するタグを組み込むことができます。要求の一部として実行されるステートメントごとに、サーバーは 1 つの "通知サブスクリプション" を作成し、このサブスクリプションは要求に含まれたステートメントごとに 1 回実行されます。通知は、アプリケーションがポーリングできる SQL Service Broker キューを介して配信され、これらの通知が利用可能になるたびに戻るアクティブ化サービスまたはブロック ステートメントを使用します。クエリ通知は、データベース駆動型 Web サイトなどのアプリケーションで結果をキャッシュできるようにするのに役立ちます。
Oracle Database 10g

ADP.NET の Oracle 版は、Oracle Data Provider for .NET (ODP) です。ODP には、SQL Server Query Notification に相当する機能はありません。同等の機能を得るには、Oracle Web Cache
 や Oracle Java Object Cache
 などのいくつかの製品を組み合わせる必要があります。これらはどちらも独立した製品であり、Oracle Application Server の一部として販売されています。どちらの製品も Visual Studio .NET とは統合されていません。Java Object Cache は、その名が示すとおり Java のみに対応しているため、.NET プラットフォーム開発者にとっては利点はありません。
比較のまとめ
	機能
	SQL Server 2005
	Oracle 10g R2

	CLR の統合

	CLR との統合
	○
(プロセス内)
	○
(プロセス外)

	任意の .NET 言語で作成したストアド プロシージャ
	○
	○

	任意の .NET 言語で作成したトリガ
	○
	不明

	ユーザー定義関数
	○
	不明

	データベース内の .NET オブジェクトの保存
	○
	×

	Visual Studio の統合

	Visual Studio からデータベース オブジェクトを表示する機能
	○
(サーバー エクスプローラを使用)
	○
(Oracle エクスプローラを使用)

	Visual Studio からストアド プロシージャをデバッグする機能
	○
	×

	Visual Studio プロジェクトのサポート
	○
	×

	Visual Studio からのデータベース オブジェクトの自動展開
	○
	×

	ストアド プロシージャの編集に関する状況依存のオンライン ヘルプ
	×
	○

	Visual Studio に統合された BI テクノロジ
	○
	×

	SOA アプリケーションの開発

	XML のサポート

	データベース内のネイティブ XML タイプ
	○
	○

	XQuery のサポート
	○
	○

	XML の更新機能
	○
	×

	パフォーマンス向上のための XML インデックス
	○
	×
(テキスト インデックスと関数インデックスのみ)

	Web サービス

	Web サービス プロデューサとして機能するデータベース
	○ (組み込み HTTP エンドポイントを使用すると追加の Web サーバーは不要)
	○ (有償の Oracle Application Server が必要)

	Web サービス コンシューマとして機能するデータベース
	○ (.NET CLR との統合を通じて)
	○ (有償の Oracle Application Server が必要)

	Visual Studio との統合
	○
	×

	主要プログラミング言語
	任意の CLR 言語
	Java

	非同期メッセージ キュー

	製品名
	SQL Server Service Broker
	Oracle Advanced Queuing

	確実に 1 度だけの配信の保証
	○
	○

	データベース内のキューの保存
	○
	○

	データベースとのトランザクションの統合
	○
	○

	パブリッシュ/サブスクライブ通信モデル
	× (Point-to-Point のみ)
	○

	抽象化レベル
	キュー、メッセージ
	サービス、ダイアログ、コントラクト

	クエリ通知
	
	

	ADO.NET を使用したクエリ通知
	○
	×
(同等の機能を得るには、Oracle Application Server に組み込まれた Oracle Web Cache と Oracle Java Object Cache が必要)
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� Web サービスの詳細については、Microsoft Developer Network (MSDN) で � HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/sql/2005/2005articles/default.aspx?pull=/library/en-us/dnsql90/html/sql2005websvc.asp" ��Microsoft SQL Server 2005 用のネイティブ XML Web サービスの概要情報� (英語) を参照してください。 


� JPublisher の詳細については、�HYPERLINK "http://www.oracle.com/index.html"��Oracle の Web サイト�で「Simplifying Database Access」という記事 (英語) を検索してください。





� Oracle Advanced Queuing の詳細については、� HYPERLINK "http://www.oracle.com/index.html" ��HYPERLINK "http://www.oracle.com/index.html"��Oracle Web サイト��で「� HYPERLINK "http://www.oracle.com/technology/products/aq/index.html" ��Advanced Queuing (AQ)�」を検索してください。


� SQL Server Service Broker の詳細については、�HYPERLINK "http://www.microsoft.com/japan/msdn/library/default.asp?url=/japan/msdn/library/ja/jpdnsql90/htm/sqlsvcbroker.asp"��MSDN で SQL Server 2005 Service Broker を紹介�しているページを参照してください。 





� 詳細については、�HYPERLINK "http://www.oracle.com/index.html"��Oracle の Web サイト�で「Oracle Application Server Wireless」を検索してください。


� 詳細については、MSDN で�HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/sql/2005/2005articles/default.aspx?pull=/library/en-us/dnvs05/html/querynotification.asp"��ADO.NET 2.0 でのクエリ通知�に関する情報 (英語) を参照してください。


� 詳細については、� HYPERLINK "http://www.oracle.com/index.html" �Oracle の Web サイト�で「Oracle Application Server Web Cache 10g」を検索してください。 


� 詳細については、�HYPERLINK "http://www.oracle.co.jp"�Oracle の Web サイト�で「Oracle Java Object Cache」を検索してください。
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